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２ 担当者
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３ 要旨

 乾田直播栽培におけるイボクサの除草法を確立するため、水稲直播栽培で使用可能な除草剤のうち、
イボクサに有効な剤について検討した。

(1) 乾田期間中のイボクサに有効な茎葉処理剤は、ビスピリバックNa塩2.0%液剤であり、①ビスピリバ
ックNa塩2.0%液剤（処理時期：ノビエ３～５葉期）、②ＤＣＰＡ乳剤（ノビエ２．５葉期）＋ビスピリバック
Na塩2.0%液剤（ノビエ５葉期）処理とも高い除草効果を示した。

(2) 土壌処理剤のイボクサに対する除草効果を、ポット試験で検討した結果、ベンタゾン・ＭＣＰＡエチ
ル粒剤、シメトリン・モリネート・ＭＣＰＢ粒剤、ＭＣＰＡエチル粒剤が高い除草効果を示した。

 以上のことから、乾田直播栽培におけるイボクサの除草は、乾田期間中に茎葉処理剤を（ビスピリバッ
クNa塩2.0%、または、ＤＣＰＡ乳剤＋ビスピリバックNa塩2.0%）散布してイボクサの生育を抑え、入水後に土
壌処理剤（ベンタゾン・ＭＣＰＡエチル粒剤、シメトリン・モリネート・ＭＣＰＢ粒剤、ＭＣＰＡエチル粒剤）を使
用することで、可能になると考えられた。

４ その他の資料等
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